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　多新翅類は、全昆虫種数の 98％を占める新翅類の初期
の適応放散に由来し、昆虫類の繁栄の基礎を築いた分類
群として注目されてきた。一方で、多新翅類の系統進化
に関しては諸説あり、現在も議論が続いている（Klass, 
2009; Misof et al., 2014）。多新翅類の中でも原始系統群の
一つとされ、最大のグループである直翅目（キリギリス
亜目 +バッタ亜目）は、多新翅類の系統進化やグラウン
ドプランを理解する上で非常に重要である。しかし、極
めて多様性が高い直翅目の網羅的な比較発生学的検討は
困難であり、他の多新翅類と比較して発生学的諸形質の
再理解が立ち遅れてきた。そのような形質の一つに、卵
形態がある。卵形態の中でも精子の侵入口である「卵門」
は、多新翅類内でも目ごとに異なる配置やプランが知ら
れ、系統学的形質としても注目されてきた（Jintsu et al., 
2010; Mashimo et al., 2016; Fukui et al., 2017）。直翅目にお
いては亜目間で卵門プランが異なっており、基部での形
質状態が判然とせず、他の目との比較が行えない状態に
ある（Roonwal, 1954; Sarashina et al., 2005; Mashimo et al., 
2016）。また、直翅目の卵門プランは一部の科やグルー
プに偏った知見のもとに理解されており、この点におい
ても広範な再検討が望まれる。特に直翅目の原始系統群
と目されるコオロギ下目においてはコオロギ科以外の知
見が皆無であり、検討は急務である（Song et al., 2015; 
Zhou et al., 2017）。以上のような背景から、私たちはコオ
ロギ下目全上科における卵形態の検討と、それによる直
翅目の卵門のグラウンドプランの再構築を目指し、研究
を開始した。
　コオロギ下目の 2上科 5科 5 種を材料に詳細な検討を
行ったところ、ケラ上科において、直翅目で初めて卵背
面横並び型の卵門プランが見出された。ここにおいて、
我々がすでに検討を行ったバッタ亜目ノミバッタ下目の
ノミバッタ Xya japonica（de Haan, 1884）の形質状態も考
慮に入れると、直翅目には 4つの異なった卵門プランが
存在するといえる（Sawa and Fukui, in prep.）。すなわち、
1）ケラ上科でみられる卵背面横並び型、2）キリギリ
ス下目およびコオロギ上科でみられる卵腹面横並び型、
3）ノミバッタ下目でみられる卵前極リング状型、4）バッ

タ下目でみられる卵後極リング状型の卵門プランであ
る。このうち、ノミバッタ下目でみられる卵前極にリン
グ状の卵門プランは、カワゲラ目やハサミムシ目などの
外群にもみられ、多新翅類の卵門のグラウンドプランと
しても注目される（Shimizu and Machida, in prep.; Mtow 
and Machida, 2018）。また、「リング状」の卵門配列は、
その一部が欠失するだけで多様な「横並び」の卵門プラ
ンを生じるポテンシャルをもつ。直翅目はグラウンドプ
ランとして「リング状」の卵門配列をもつことにより、
多新翅類の中でも突出して多様な卵門プランを進化させ
てきたのかも知れない。
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